
１ 　 第 7 4 0 0 号 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯ 第 ３ 部

調 恒 明 県 環 境 保 健 セ ン タ ー 所 長

2 1 年 6 月 に 職 域 接 種 が 開 始 さ れ た

新 型 コ  ロ ナ ウ イ ル  ス 感 染 症 の 動 向 と 対 策２ ０ ２ ２ 年 ど う な る ？
　 「 コ ロ ナ 禍 」 の 生 活 が 始 ま っ て か ら 約 ２ 年 が 経 過 し た 。 昨 年 ２ 月 か ら 日本 国 内 で 始 ま っ た ワ ク チ ン 接 種 は 、 希 望 の 持 て る 効 果 を も た ら し 、

1 1月

７ 日 、 国 内 で は

1 5カ 月 ぶ り に 新 型 コ ロ ナ 感 染 で の 死 亡 数 が ゼ ロ に な っ

た 。 し か し 、 同 月

1 1日 に 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 変 異 株 の 一 つ 「 オ ミ ク ロ

ン 株 」 が 南 ア フ リ カ で 検 出 さ れ 、 ま だ 予 断 を 許 さ な い 状 況 が 続 い て い る 。「 第 ６ 波 」 な ど 次 の 感 染 拡 大 か ら 身 を 守 る た め に 知 っ て お く べ き こ と 、 でき る こ と を 、 山 口 県 環 境 保 健 セ ン タ ー の 所 長 で 、 厚 生 労 働 省 厚 生 科 学 審議 会 感 染 症 部 会 委 員 な ど も 務 め る 医 学 博 士 ・ 調 恒 明 さ ん に 聞 い た 。医 療 特 集

　
新 型 コ ロ

ナ ワ ク チ ン２ 回 接 種 だけ で は 徐 々に 免 疫 力 が落 ち て きて 、 ワ ク チ

他 の 感 染 症 と の 同 時 感 染

　
感 染 力 の 強 い 変 異 株 の

出 現 に よ っ て 、 小 児 の 感染 が 増 加 し て い る 。 こ れま で 小 児 の 重 症 者 は そ れほ ど 多 く は な か っ た が 、感 染 者 が 増 え る と 、 特 に基 礎 疾 患 が あ る 場 合 は 重症 化 す る こ と も 考 え ら れる 。 ワ ク チ ン の 副 反 応は 、 発 熱 、 局 所 の 痛 み 、倦 怠 感 な ど が 見 ら れ るが 、 数 日 以 内 に 回 復 する 。 接 種 の 翌 日 は 登 校 など に 影 響 が 出 る こ と も 考慮 し て 受 け る と 良 い 。　
思 春 期 か ら 若 年 成 人 に

ご く ま れ に 、 心 筋 炎 、 心膜 炎 が 起 こ る 例 も 報 告 され て い る の で 、 １ 週 間 程度 は 胸 の 痛 み や 息 切 れ など の 症 状 出 現 に 気 を 付 ける 必 要 が あ る 。　
ワ ク チ ン 接 種 は 自 分 だ

程 度 と 言 わ れ て お り 、 オミ ク ロ ン 株 へ の 備 え と して も 受 け る メ リ ッ ト の ほう が 大 き い 。　
接 種 会 場 等 に つ い て

は 、 住 民 票 の あ る 市 ・ 町の 広 報 や ホ ー ム ペ ー ジ など を 参 照 の こ と 。

「 第 ６ 波 」  に 備 え た感 染 予 防 対 策ワ ク チ ン 追 加  （ ３ 回 目 ）接 種 は 必 要 ？

子 ど も  へ  の ワ ク チ ン 接 種 の考 え 方 と 副 反 応 の 対 処 法

オ ミ ク ロ ン 株 の 特 徴 と気 を 付 け る ポ イ ン ト

け で な く 、 家 族 や 職 場 など 日 頃 接 す る 人 た ち を 感染 か ら 守 る と い う 意 味 もあ る 。 家 族 、 学 校 な ど で話 し 合 っ て お く こ と も 重要 だ 。　
二 つ の 病 原 体 の 同 時 感

染 は 起 こ り う る が 、 ま れな ケ ー ス だ と 思 わ れ る 。そ れ よ り も 重 要 な こ とは 、 昨 シ ー ズ ン の 冬 は イン フ ル エ ン ザ が 「 全 く 」と 言 っ て よ い ほ ど 発 生 して お ら ず 、 全 て の 人 の イン フ ル エ ン ザ に 対 す る 免疫 力 が 低 下 し て い る と 考え ら れ る 。 し た が っ て 、こ の 冬 に イ ン フ ル エ ン ザが 流 行 す る と 広 範 囲 の 発生 と な り 、 重 症 者 の 増 加が 懸 念 さ れ る 。 特 に 、 高齢 の 方 や 基 礎 疾 患 の あ る人 は イ ン フ ル エ ン ザ ワ クン を 受 け て お く こ と が 必要 だ 。

　
昨 年 の 流 行 は 、 ま ず 都

市 部 で 起 こ り 、 そ の 後 の人 の 移 動 で 山 口 県 内 に 入り 込 み 、 親 戚 ・ 友 人 ら との 会 食 な ど に よ っ て 感 染が 拡 大 し て い く と い う 経過 を た ど っ た 。 ４ 、 ５ 月は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の変 異 株 「 ア ル フ ァ 株 」  、８ 月 は 「 デ ル タ 株 」 と の置 き 換 わ り と 重 な っ た こと も 大 き な 流 行 の 理 由 だっ た 。 ８ 月 に は 高 齢 の 方の ワ ク チ ン 接 種 が 進 み 、重 症 化 は 少 な く な り 、 医療 に 対 す る 影 響 も 最 小 限と な っ た 。　
次 の 流 行 に 備 え て 、 マ

ス ク 、 手 洗 い 、 換 気 な ど日 頃 か ら の 感 染 対 策 は 続け る 必 要 が あ る 。

　
治 療 薬 は 現 在 、 ２ 種 類

の 飲 み 薬 が 開 発 さ れ て おり 、 今 後 日 本 で も 使 え るよ う に な る と 思 わ れ る 。一 つ は ウ イ ル ス 核 酸 の 複製 を 阻 害 す る も の で 、 もう 一 つ は ウ イ ル ス の 殻 が出 来 る 時 に 必 要 な タ ン パク 分 解 酵 素 を 阻 害 す る もの だ 。 臨 床 試 験 で 効 果 が証 明 さ れ て い る も の の 、効 果 の 強 さ は 実 際 に 使 われ て さ ら に 明 ら か に なる 。 ど の 変 異 株 に 対 し ても 変 わ ら な い 効 果 が 期 待さ れ る の で 、 導 入 さ れ れば ま た 一 つ ウ イ ル ス と 戦う 武 器 が 増 え る こ と に なる 。

Ｗ Ｈ Ｏ ＝ 世 界 保 健 機 関は 、 デ ル タ 株 や ア ル フ ァ株 な ど と 同 じ 「 懸 念 さ れる 変 異 株 」 の 五 つ 目 に 指定 し 、 監 視 体 制 を 強 化 して い る 。　
３ 回 目 の ワ ク チ ン 接 種

は こ の 変 異 株 に 対 し て も効 果 が 期 待 さ れ て い る ため 、 接 種 を 進 め て い く こと が 重 要 と な る 。 同 株 感染 者 の 重 症 度 に つ い ては 、 南 ア フ リ カ で は 入 院期 間 の 短 縮 や 、 死 亡 率 の減 少 な ど 、 軽 症 化 の 可 能性 が 示 唆 さ れ て い る が 、症 例 の 少 な さ な ど か ら 、現 時 点 で は 評 価 は 慎 重 にな さ れ る べ き と 思 わ れる 。　
※

2 1年

1 2月

2 4日 時 点 で の

回 答

　
昨 年

1 1月 に 南 ア フ リ カ

で 発 見 さ れ た オ ミ ク ロ ン株 は 、 ウ イ ル ス が 細 胞 に

き ょ う は ４ 部 だ て

ン を 接 種 し た 後 で も 感 染す る 「 ブ レ イ ク ス ル ー 感染 」 が 起 こ り や す く なる 。 ３ 回 目 の ワ ク チ ン を受 け る と 、 ウ イ ル ス を 中和 す る 血 液 中 の 〝 抗 体 〞が 増 加 し 、 従 来 の ウ イ ルス 株 だ け で な く 、 オ ミ クロ ン 株 な ど の 変 異 株 に 対し て も 効 果 が 期 待 で き ると 言 わ れ て い る 。　
追 加 接 種 の 対 象 は 、 初

回 （ １ ・ ２ 回 目 ） の ワ クチ ン 接 種 後 、 原 則 ８ カ 月以 上 を 経 過 し た 人 だ が 、ワ ク チ ン の 供 給 、 接 種 の準 備 状 況 な ど に よ り 、 時期 が 前 倒 し さ れ る 可 能 性も あ る 。　
前 回 と 同 様 、 ３ 回 目 も

ｍ Ｒ Ｎ Ａ ワ ク チ ン （ 遺 伝情 報 物 質 を 投 与 す る ワ クチ ン ） が 準 備 さ れ て おり 、 メ ー カ ー が 違 っ て も原 理 的 に は 同 じ で 、 十 分な 効 果 が 期 待 さ れ る 。 また 、 副 反 応 は ２ 回 目 と 同

治 療 薬 の 見 通 し や 有 効 性

侵 入 す る 際 に カギ と な る ス パ イク タ ン パ ク 質 に
3 0カ 所 以 上 の 変

異 が あ る 。 高 い感 染 性 と ワ ク チン が 効 き に く くな る 免 役 逃 避 能を 持 つ こ と が 予想 さ れ て お り 、
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 周 　 　 年　 松 任 谷 由 実 （ 当 時 は 荒 井 由 実 ） が 、 多 摩 美 術 大 学 在 学 中 の １ ９ ７ ２ 年 ７ 月 ５ 日 に 「 返 事 は い ら な い 」 で 歌 手 デ ビ ュ ー し て か ら ５ ０ 周 年 を 迎 え る 。  
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 山 口 市　 山 口 赤 十 字 病 院 の 新 病 棟 （ 北 病 棟 ） が 、 秋 ご ろ か ら 使 用 開 始 と な る 。 地 上 ６ 階 建 て （ 一 部 ８ 階 建 て ） で 、 地 震 や 災 害 に も 対 応 予 定 と な っ て い る 。
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 ス ポ ー ツ　 １ １ 月 ２ １ 日 （ 月 ） か ら １ ２ 月 １ ８ 日 （ 日 ） ま で 、 第 ２ ２ 回 Ｆ Ｉ Ｆ Ａ ワ ー ル ド カ ッ プ が カ タ ー ル で 開 催 。 組 み 合 わ せ 抽 選 会 は 、 ４ 月 １ 日 （ 金 ） の 予 定 。   社 　 　 会　 １ １ 月 ８ 日 （ 火 ） 、 午 後 ６ 時 ９ 分 頃 か ら ８ 時 ４ ２ 分 ご ろ に か け て 、 全 国 で 皆 既 月 食 が 観 測 さ れ る 。 月 が 天 王 星 を 隠 す 「 天 王 星 食 」 も 同 時 に 起 こ る 。 　 
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→ （ 佐 賀 県 ） 、 新 大 村 駅 （ 長 崎 県 ） 、 諫 早 駅 （ 長 崎 県 ） が あ る 。 武 雄 温 泉 駅 で は 在 来 線 特 急 列 車 と 同 じ ホ ー ム で 乗 換 を 行 う 「 対 面 乗 換 方 式 （ リ レ ー 方 式 ） 」 が 採 用 さ れ る 。
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 社 　 　 会　 秋 ご ろ 、 Ｊ Ｒ 九 州 が 進 め て い る 「 西 九 州 新 幹 線 」 が 開 業 予 定 。 武 雄 温 泉 （ 佐 賀 県 ） と 長 崎 （ 長 崎 市 ） を 結 ぶ 約 ６ ６ キ ロ の 区 間 で 、 途 中 に は 嬉 野 温 泉 駅 →



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯ 　 ８サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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